


（※１）各館の最大滞留人数 （※2）不特定多数の触れる箇所 （※3）複数の人の手が触れる場所

場所・部位 場所･部位

展示ケース 手すり･ドアノブ

手すり EVボタン

EV・自販機等ボタン 電気スイツチ

蛇口 電話

テーブル（客用） キーボード

レジ

力ードリーダー

テーブル（職員用）

背もたれ（職員用）

大阪市立東洋陶磁美術館 工事休館

大阪市立科学館
展示場：｢密｣が発生しない範囲内において設定

プラネタリウム：250人

大阪歴史博物館

常設展：1,200人ただし各フロア毎300人

特別展：400人　講堂：278人

その他貸室：定員の100％

大阪市立美術館 特別展：700人

大阪市立自然史博物館

常設展：600人　特別展：350人

講堂：170人　集会室：48人

実習室：36人　会議室：22人

館　　名 設定人数


	guideline_220422-1
	guideline_220422-2

